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建
築
勤
務
第
五
十
二
中
隊

の
行
動
概
要

福
井
県

山

本

行

雄

表
記
に
就
い
て
記
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
同
部
隊
は

後
方
部
隊
で
あ
り
、
私
は
交
替
要
員
と
し
て
途
中
よ
り
勤

務
し
た
者
で
、
以
前
の
こ
と
や
分
遣
後
の
こ
と
に
つ
い
て

は
伝
え
聞
き
程
度
で
あ
る
こ
と
を
ご
了
承
願
い
た
い
。
し

か
も
八
十
三
歳
と
も
な
り
記
憶
も
惚
け
気
味
で
あ
り
、
尋

ね
る
に
も
戦
友
は
ほ
と
ん
ど
亡
く
な
っ
て
お
り
聞
く
事
も

で
き
ず
、
果
た
し
て
参
考
に
な
る
事
が
書
け
る
か
誠
に
不

安
で
あ
る
。

同
部
隊
の
正
式
名
称
は
野
戦
建
築
勤
務
第
五
十
二
中
隊

で
満
州
第
八
二
三
五
部
隊
「
内
田
隊
」
と
も
称
さ
れ
た
。

中
部
第
六
十
四
部
隊
「
歩
兵
第
百
三
十
六
連
隊
」
に
て
第

五
十
一
中
隊
と
共
に
編
成
さ
れ
た
独
立
中
隊
で
あ
る
。
そ

し
て
独
立
中
隊
と
言
っ
て
も
輜
重
隊
の
よ
う
な
編
成
で
、

左
記
の
よ
う
に
大
組
織
で
、
歩
兵
と
し
て
み
れ
ば
一
個
大

隊
位
の
兵
員
で
あ
っ
た
。

中
隊
長

指
揮
班

三
十
人

第
一
小
隊
｜
｜
第
一
分
隊

五
十
三
人

第
二
小
隊
｜
｜
第
二
分
隊

五
十
三
人

第
三
小
隊
｜
｜
第
三
分
隊

五
十
三
人

各
分
隊
は
四
個
班
に
別
れ
、
一
個
班
十
三
人
の
編
成

で
、
一
個
小
隊
百
六
十
人
、
総
数
五
百
十
一
人
の
大
所
帯

で
あ
っ
た
。
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私
は
、
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
十
二
月
二
十
八

日
、
旧
制
高
等
専
門
学
校
を
学
徒
動
員
の
第
一
回
繰
上
げ

卒
業
と
な
り
、
同
十
七
年
二
月
一
日
現
役
兵
と
し
て
中
部

第
六
十
四
部
隊
に
入
隊
し
た
。

（
注

歩
兵
第
三
十
六
連
隊
は
北
支
に
出
兵
中
、
中
部

第
六
十
四
部
隊
も
昭
和
十
八
年
七
月
岐
阜
に
移

転
、
中
部
第
四
部
隊
と
改
称
）

入
隊
後
、
熊
本
教
導
学
校
は
「
予
備
士
官
学
校
は
急
増

し
た
士
官
候
補
生
の
育
成
の
場
が
足
り
ず
、
下
士
官
育
成

の
為
の
教
導
学
校
も
使
用
し
た
」
と
い
う
こ
と
で
、
約
六

カ
月
半
余
り
の
教
育
で
見
習
士
官
を
命
ぜ
ら
れ
原
隊
に
復

帰
す
る
。
戦
時
中
と
は
言
え
、
い
か
に
も
粗
製
濫
造
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

こ
う
し
て
私
と
入
隊
後
常
に
一
緒
だ
っ
た
島
崎
見
習
士

官
と
二
人
で
、
表
記
の
部
隊
の
交
替
要
員
を
命
ぜ
ら
れ
、

同
年
十
二
月
十
一
日
、
朝
鮮
半
島
経
由
で
陸
路
、
任
地
の

満
州
国
間
島
省
龍
井
街
に
駐
屯
し
て
い
た
同
隊
に
着
任
し

た
。
こ
こ
に
着
任
し
て
驚
い
た
こ
と
は
、
補
充
兵
ば
か
り

で
あ
る
事
は
分
か
っ
て
い
た
が
、
ほ
と
ん
ど
が
三
十
代
か

ら
四
十
代
、
私
の
兄
を
知
っ
て
い
る
人
が
何
人
も
い
た
。

中
隊
長
、
小
隊
長
は
建
築
関
係
の
経
験
者
、
兵
隊
の
内
三

人
に
一
人
は
大
工
か
左
官
、
ブ
リ
キ
屋
等
土
建
関
係
の
職

人
だ
っ
た
と
思
う
。
し
か
も
武
器
と
言
え
ば
小
銃
が
一
個

班
十
三
人
に
二
丁
程
し
か
な
か
っ
た
と
思
う
。
勿
論
軽
機

関
銃
等
は
一
丁
も
な
く
、
そ
の
代
わ
り
一
個
班
に
大
工
道

具
箱
（
今
で
も
中
高
年
の
大
工
さ
ん
が
使
っ
て
い
る
木
製

の
大
工
箱
）
や
鶴つる
嘴はし
、
ス
コ
ッ
プ
そ
の
他
土
建
に
必
要
な

道
具
は
充
実
し
て
い
た
が
、
昭
和
初
期
の
ま
だ
動
力
化
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
粗
末
な
道
具
ば
か
り
で
あ
っ
た
と
思

う
。私

達
の
着
任
し
た
当
時
は
、
十
二
月
末
の
酷
寒
の
時
期

で
、
作
業
も
で
き
ぬ
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
龍
井
街
の
高
台

の
一
角
に
あ
っ
た
兵
舎
で
待
機
中
で
あ
っ
た
。

当
時
は
朝
鮮
半
島
に
近
い
南
満
州
で
は
あ
っ
た
が
冬
に

な
る
と
大
地
も
凍
り
つ
き
、
鶴
嘴
位
で
は
土
に
穴
を
掘
る

こ
と
も
で
き
な
い
の
で
、
栅
を
作
る
時
は
柱
を
建
て
、
そ

の
回
り
に
砕
い
た
氷
を
置
き
、
小
便
を
か
け
る
と
、
少
々
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の
力
で
は
ビ
ク
と
も
し
な
い
頑
丈
な
栅
が
出
来
上
が
る
。

し
か
し
春
に
な
る
と
こ
れ
ら
は
バ
タ
バ
タ
と
倒
れ
た
こ
と

な
ど
が
あ
っ
て
、
兵
士
達
は
笑
っ
て
い
た
。
勿
論
、
倒
れ

る
前
に
仕
直
し
は
し
た
が
、
特
に
ソ
連
に
近
い
北
満
で

は
、
冬
小
便
す
る
と
そ
の
場
で
ツ
ラ
ラ
に
な
る
の
で
、
金

槌
で
コ
ー
ン
と
叩
き
割
っ
た
等
冗
談
を
言
う
ぐ
ら
い
寒
い

所
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
駐
屯
の
状
態
で
あ
っ
た
が
、
当
時
は
ソ
連

と
の
国
交
状
態
が
そ
れ
程
悪
く
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

た
い
し
て
逼ひっ
迫ぱく
し
た
情
勢
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
。
こ
の

よ
う
な
状
態
の
時
我
々
が
赴
任
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
赴

任
し
て
間
も
な
く
中
隊
長
よ
り
兵
士
達
に
歩
兵
と
し
て
の

軍
事
訓
練
を
す
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
、
私
は
古
年
兵
、
島
崎

見
習
士
官
は
初
年
兵
の
訓
練
を
受
け
持
つ
こ
と
と
な
っ

た
。
し
か
し
小
銃
も
少
な
い
後
方
部
隊
の
補
充
兵
に
、
歩

兵
訓
練
が
で
き
る
筈
も
な
く
、
た
だ
基
礎
的
な
動
作
と
、

体
力
維
持
に
終
始
す
る
毎
日
だ
っ
た
と
思
う
。

四
月
に
入
り
気
候
も
良
く
な
り
、
氷
も
溶
け
だ
し
、
四

月
末
よ
り
作
戦
用
通
信
網
整
備
の
た
め
、

春
｜
杜
荒
子

｜
春
化
方
面
の
地
形
調
査
を
行
っ
た
。
五
月
初
旬
、
第
二

小
隊
は
電
信
第
十
六
連
隊
金
津
大
尉
の
指
揮
下
に
入
り
、

十
二

の
貨
物
自
動
車
に
分
乗
し
て
現
地
に
入
り
、
通
信

線
を
張
る
の
に
邪
魔
に
な
る
樹
木
の
伐
採
に
従
事
し
た
。

険
し
い
谷
間
で
の
作
業
は
大
変
だ
っ
た
。

同
年
七
月
上
旬
、
第
一
次
伐
採
作
業
が
終
了
し
、
第
一

小
隊
と
交
替
し
て
本
隊
に
復
帰
し
、
山
砲
兵
第
七
十
一
連

隊
の
兵
舎
構
築
作
業
に
従
事
し
た
。
約
四
万
平
方
メ
ー
ト

ル
の
規
模
で
あ
っ
た
。

同
年
九
月
下
旬
に
は
第
七
十
一
師
団
自
動
車
廠
、
杜
荒

子
出
張
所
の
構
築
に
従
事
し
た
。
ま
た
同
年
十
一
月
上
旬

に
は

春
地
区
の
第
七
十
一
師
団
の
自
動
車
廠
、
兵
器

廠
、
貨
物
廠
、
病
馬
廠
、
軍
馬
防
疫
所
な
ど
計
約
四
千
平

方
メ
ー
ト
ル
の
新
築
工
事
に
従
事
し
た
。
そ
し
て
同
年
十

二
月
一
日
付
で
、
山
本
、
島
崎
両
見
習
士
官
は
陸
軍
少
尉

に
任
ぜ
ら
れ
、
同
日
付
予
備
役
編
入
、
同
日
召
集
、
野
戦

建
築
勤
務
第
五
十
二
中
隊
付
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
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同
年
十
二
月
六
日
、

春
地
区
の
作
業
終
了
に
と
も

な
っ
て
間
島
省
龍
井
街
に
あ
っ
た
兵
舎
に
復
帰
し
た
。

こ
の
作
業
期
間
中
、
私
は
全
く
土
木
建
築
工
事
の
経
験

が
な
か
っ
た
の
で
、
作
業
の
指
揮
は
全
部
下
士
官
ま
た
は

古
年
兵
に
任
せ
放
し
で
、
私
は
本
隊
や
他
部
隊
と
の
連
絡

等
を
し
た
ほ
か
何
を
し
て
い
た
か
思
い
出
せ
ず
自
分
で
も

呆
れ
て
い
る
。
軍
隊
な
れ
ば
こ
そ
小
隊
長
が
勤
ま
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

同
年
十
二
月
八
日
、
南
方
転
進
の
命
令
を
受
領
し
た
。

「
威
部
隊
の
戦
闘
序
列
に
入
ら
し
め
ら
れ
、
剛
部
隊
の
隷

下
に
入
ら
し
め
ら
る
」
と
言
う
命
令
で
あ
っ
た
。
即
ち
真

部
隊
「
第
四
航
空
軍
指
令
部
」
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
転
進
に

伴
う
宿
舎
設
営
を
目
的
と
す
る
転
進
命
令
で
あ
っ
た
。

翌
十
九
年
一
月
九
日
夜
、
龍
井
駅
を
客
車
六

、
貨
車

九

に
て
内
地
に
向
け
出
発
し
た
。
一
月
十
四
日
早
朝
、

関
釜
連
絡
船
に
て
出
航
、
下
関
港
に
は
夕
方
入
港
し
た
。

大
成
旅
館
そ
の
他
で
二
泊
、
十
六
日
門
司
港
で
「
マ
カ
ッ

サ
ル
丸
」（
三
〇
〇
〇
ト
ン
）
に
全
員
乗
船
、
翌
十
七
日

門
司
港
を
出
港
し
佐
伯
港
に
入
港
し
た
。
し
か
し
敵
の
潜

水
艦
等
の
跳
梁
状
況
を
み
た
た
め
か
、
ま
た
門
司
港
に

戻
っ
た
。
そ
し
て
よ
う
や
く
同
月
二
十
五
日
、
十
隻
の
船

団
を
組
み
、
駆
逐
艦
一
、
掃
海
艇
二
の
護
衛
の
下
、
八

ノ
ッ
ト
に
て
ジ
グ
ザ
グ
コ
ー
ス
を
と
り
つ
つ
蛇
行
、
途
中

敵
艦
の
襲
撃
に
も
遭
遇
せ
ず
、
十
一
日
間
か
け
て
二
月
五

日
、
全
船
無
事
パ
ラ
オ
港
に
入
港
し
た
。

朝
よ
り
下
船
開
始
、
パ
ラ
オ
島
中
地
区
第
五
十
四
兵
站

隊
残
留
隊
長
山
崎
中
佐
の
下
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
へ
の
船
団

を
待
機
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

待
つ
こ
と
十
七
日
、
よ
う
や
く
船
団
が
入
港
し
、
二
月

二
十
二
日
中
隊
長
以
下
百
七
十
四
人
、
主
と
し
て
第
二
小

隊
が
「
大
成
丸
」（
三
〇
〇
〇
ト
ン
）
に
先
遣
隊
と
し
て

乗
船
し
、
翌
日
出
港
し
た
。
途
中
敵
艦
の
攻
撃
も
な
く
四

日
間
の
航
海
を
経
て
二
十
七
日
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
の
ほ
ぼ

中
央
の
ホ
ル
ラ
ン
ジ
ァ
に
入
港
、
直
ち
に
積
載
貨
物
の
荷

降
し
を
行
っ
た
。
そ
し
て
セ
ン
タ
ニ
湖
北
岸
五
十
鈴
村
に

宿
営
し
、
道
路
補
修
工
事
、
健
兵
寮
新
築
、
製
材
等
に
従

事
し
た
。
そ
の
後
、
真
第
八
二
二
七
部
隊
の
兵
舎
、
第
四

航
空
司
令
部
宿
舎
建
築
等
に
従
事
し
た
。
こ
の
間
、
現
地
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人
と
の
摩
擦
の
起
き
な
い
よ
う
に
気
を
配
っ
て
い
た
。

そ
の
一
例
と
し
て
兵
士
が
現
地
人
の
真
似
を
し
て
、
サ

ゴ
椰
子
だ
っ
た
か
中
身
の
真
っ
白
く
て
柔
ら
か
い
部
分
を

ス
コ
ッ
プ
で
削
り
取
り
、
叩
い
て
潰
し
絞
っ
て
水
に
晒
す

と
立
派
な
澱
粉
が
取
れ
た
。
し
か
し
こ
の
木
は
現
地
人
の

主
食
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
取
り
止
め
た
経
験
が

あ
る
。

一
方
戦
況
は
不
利
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
よ
う
で
、
島
崎

少
尉
率
い
る
二
百
五
十
五
人
の
本
隊
が
乗
船
し
た
輸
送
船

が
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
を
目
前
に
し
た
マ
ノ
ク
ア
リ
沖
で
、

敵
の
潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
を
受
け
沈
没
、
船
団
の
僚
船
に

助
け
ら
れ
た
が
、
五
十
五
人
の
初
め
て
の
犠
牲
者
を
出
し

た
。
誠
に
残
念
な
こ
と
で
あ
り
、
残
っ
た
者
が
戦
死
者
の

分
も
戦
お
う
と
誓
っ
た
も
の
だ
。

し
か
し
、
戦
況
は
利
無
く
、
第
四
航
空
軍
司
令
部
は
、

セ
レ
ベ
ス
島
に
移
駐
す
る
こ
と
と
な
り
、
私
は
部
下
二
十

人
と
共
に
セ
レ
ベ
ス
島
に
分
遣
を
命
ぜ
ら
れ
、
三
月
二
十

六
日
、
重
爆
撃
機
に
分
乗
し
て
ヌ
ン
フ
ル
島
カ
メ
リ
イ
、

ア
ン
ボ
ン
島
リ
ア
ン
を
経
て
二
十
九
日
、
セ
レ
ベ
ス
島
ラ

ン
グ
ア
ン
飛
行
場
着
、
当
地
で
業
務
に
従
事
し
て
い
た
軍

属
二
十
人
と
共
に
、
第
四
航
空
軍
司
令
部
移
転
工
事
に
従

事
し
た
。

同
年
四
月
十
九
日
、
作
業
は
下
士
官
に
任
せ
、
私
に
原

隊
復
帰
が
命
ぜ
ら
れ
た
。
隊
長
に
果
物
で
も
土
産
に
と
準

備
し
て
軍
の
飛
行
機
を
待
っ
た
が
、
翌
四
月
二
十
日
、

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
ホ
ル
ラ
ン
ジ
ァ
が
敵
の
艦
砲
射
撃
に
よ

り
全
駐
留
軍
後
退
の
止
む
無
き
に
至
り
、
軍
用
機
は
勿
論

飛
べ
な
く
な
り
、
私
も
原
隊
復
帰
は
不
可
能
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
軍
隊
は
運
隊
だ
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
申
し
訳

な
い
が
私
に
は
誠
に
幸
運
だ
っ
た
。
と
言
う
の
も
、
も
し

一
日
早
く
命
令
が
出
て
原
隊
復
帰
し
て
い
れ
ば
、
今
の
私

は
無
か
っ
た
と
思
う
。

復
員
後
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
よ
り
帰
還
し
た
戦
友
は
三
人

の
み
で
あ
っ
た
。
話
に
聞
け
ば
後
退
す
る
時
、
ほ
と
ん
ど

食
料
を
持
た
ず
、
ま
た
長
距
離
の
行
軍
で
あ
っ
た
た
め
、

疲
労
、
マ
ラ
リ
ア
、
食
料
難
で
、
早
く
後
退
し
た
者
は
草

の
根
や
虫
ま
で
食
べ
て
飢
え
を
凌
い
だ
そ
う
だ
が
、
後
か
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ら
来
る
者
は
食
べ
る
草
の
根
も
な
く
、
餓
死
す
る
者
、
病

死
す
る
者
も
続
出
、
到
底
部
隊
行
動
も
取
れ
な
く
な
り
、

戦
友
の
面
倒
も
見
れ
な
く
な
り
、
本
当
に
地
獄
絵
だ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

と
く
に
悲
惨
だ
っ
た
の
が
ト
ル
川
付
近
で
、
渡
る
橋
は

な
く
上
流
に
も
行
け
ず
、
浅
瀬
を
探
し
て
渡
ろ
う
と
し
て

足
を
滑
ら
せ
て
流
れ
に
押
し
流
さ
れ
た
り
、
力
尽
き
て
流

さ
れ
た
り
、
実
に
阿
鼻
叫
喚
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測

さ
れ
、
こ
こ
で
戦
友
約
二
百
七
十
人
が
戦
死
、
さ
ぞ
か
し

口
惜
し
く
無
念
極
ま
り
無
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
し
て
途
中
で
も
約
五
十
人
が
無
残
な
戦
死

を
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
目
的
地
の
サ
ハ
ラ
に
到
着
し
た
戦

友
は
四
十
一
人
だ
っ
た
。
島
崎
少
尉
も
最
後
ま
で
兵
士
の

鼓
舞
に
当
た
っ
た
そ
う
で
あ
る
が
、
九
月
二
十
一
日
マ
ラ

リ
ア
に
よ
り
死
亡
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
サ

ハ
ラ
に
辿
り
着
い
た
兵
士
も
次
々
と
倒
れ
、
帰
還
し
た
兵

士
は
僅
か
三
人
と
悲
惨
な
結
果
と
な
っ
た
。

同
年
四
月
二
十
五
日
、
原
隊
復
帰
で
き
な
く
な
っ
た

我
々
分
遣
隊
は
、
第
四
航
空
軍
司
令
部
経
理
部
勤
務
を
命

ぜ
ら
れ
、
引
き
続
き
レ
イ
ラ
ム
と
言
う
部
落
に
移
駐
し
、

航
空
軍
将
兵
の
保
健
寮
建
設
工
事
に
従
事
し
た
。
セ
レ
ベ

ス
島
は
日
本
の
南
の
気
候
に
似
て
お
り
、
少
々
気
温
は
高

い
が
、
こ
こ
レ
イ
ラ
ム
は
や
や
高
地
に
あ
り
、
朝
晩
は
涼

し
く
湿
気
も
少
な
い
の
で
過
ご
し
易
く
、
ま
た
日
本
軍
が

落
下
傘
部
隊
を
降
下
さ
せ
て
オ
ラ
ン
ダ
よ
り
開
放
し
て
く

れ
た
島
民
は
非
常
に
協
力
的
で
、
我
々
の
部
隊
も
こ
こ
の

区
長
宅
に
寝
泊
ま
り
し
、
身
内
同
然
の
扱
い
を
受
け
た
こ

と
は
非
常
に
嬉
し
か
っ
た
。

特
に
娘
の
誕
生
祝
の
パ
ー
テ
ィ
に
ま
で
招
か
れ
た
こ
と

は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
尚
こ
の
長
男
が
ま
だ
十
五
、
六
歳
位

で
あ
っ
た
が
、
頼
み
も
し
な
い
の
に
片
言
の
日
本
語
で
現

地
人
の
労
働
者
に
通
訳
を
し
て
く
れ
、
大
変
助
か
っ
た
。

我
々
が
ア
ム
ラ
ン
を
離
れ
る
ま
で
つ
い
て
き
て
く
れ
、
別

れ
る
時
は
涙
を
流
し
て
見
送
っ
て
く
れ
た
こ
と
は
今
も
忘

れ
ら
れ
ぬ
。
彼
も
現
在
七
十
歳
半
ば
の
良
い
お
爺
さ
ん
に

な
っ
て
い
る
の
か
な
あ
と
、
今
一
度
会
い
た
い
も
の
だ
と

思
っ
て
い
る
。
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ま
た
セ
レ
ベ
ス
島
に
は
温
泉
も
多
く
、
こ
こ
レ
イ
ラ
ム

の
部
落
よ
り
一
キ
ロ
程
離
れ
た
小
さ
な
谷
間
の
小
川
の
横

に
は
多
く
は
な
い
が
所
々
六
十
度
位
の
温
泉
が
湧
い
て
お

り
、
こ
れ
を
利
用
し
て
お
粗
末
で
は
あ
る
が
保
健
寮
を
建

設
し
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
部
落
の
人
々
が
非
常
に
協

力
的
だ
っ
た
の
で
予
定
よ
り
も
早
く
で
き
た
。
ま
た
つ
い

で
に
少
々
上
流
に
現
地
人
の
入
る
浴
槽
と
脱
衣
所
を
造
っ

た
と
こ
ろ
、
経
理
部
の
上
官
に
現
地
人
の
浴
場
を
上
流
に

造
る
と
は
何
事
と
大
目
玉
を
食
い
、
仕
方
な
く
下
流
に
造

り
直
し
、
部
落
の
人
に
喜
ん
で
も
ら
っ
た
。

そ
の
後
、
五
月
二
十
五
日
、
ア
ム
ラ
ン
湾
の
浜
辺
近
く

で
戦
闘
機
発
着
用
の
飛
行
場
建
設
を
命
ぜ
ら
れ
、
現
地
近

く
に
移
駐
、
兵
舎
は
竹
の
柱
に
竹
を
割
っ
て
拡
げ
た
壁
と

床
、
屋
根
は
椰
子
の
葉
で
。
誠
に
お
粗
末
な
建
物
で
あ
っ

た
が
、
夏
の
暑
い
時
で
も
風
が
通
っ
て
結
構
快
適
で
あ
っ

た
。滑

走
路
等
は
勿
論
造
っ
た
こ
と
も
無
く
、
全
く
の
手
探

り
状
態
で
、
部
下
二
十
人
と
軍
属
二
十
人
で
現
地
の
住
民

約
五
十
人
を
雇
い
、
椰
子
林
を
伐
採
し
、
根
を
掘
り
起
こ

し
土
地
を
平
ら
に
し
、
人
力
で
引
く
ロ
ー
ラ
ー
で
地
表
を

固
め
る
簡
単
な
作
業
で
、
幅
三
〇
メ
ー
ト
ル
長
さ
八
〇
〇

メ
ー
ト
ル
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
、
戦
闘
機
が
よ
う
や
く

離
発
着
で
き
る
ぐ
ら
い
の
滑
走
路
を
造
り
、
椰
子
林
の
中

に
避
難
用
の
誘
導
路
も
造
っ
た
。

飛
行
機
が
離
発
着
す
る
に
は
、
ト
ラ
ッ
ク
で
時
速
一
〇

〇
キ
ロ
は
出
せ
な
く
て
は
と
言
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
完

成
間
も
な
い
八
月
初
旬
、
敵
の
爆
撃
機
三
機
が
来
襲
し
て

爆
弾
を
投
下
、
八
十
日
近
い
努
力
も
水
の
泡
、
砂
地
で

あ
っ
た
た
め
大
き
な
穴
が
十
数
カ
所
で
き
た
。
日
本
の
軍

機
を
一
度
も
迎
え
る
こ
と
無
く
哀
れ
な
姿
を
曝
す
結
果
と

な
っ
て
し
ま
い
、
た
だ
呆
然
と
佇
む
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

戦
況
い
よ
い
よ
不
利
と
な
り
、
第
四
航
空
軍
も
ま
た

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
後
退
す
る
こ
と
と
な
り
、
分
遣
隊
も
フ
ィ

リ
ピ
ン
に
移
動
の
命
令
を
受
け
た
。
直
ち
に
ラ
ン
グ
ア
ン

飛
行
場
に
移
動
、
軍
の
航
空
便
を
待
ち
、
一
次
二
次
と
兵

十
三
人
、
軍
属
二
十
人
を
送
り
出
し
た
が
、
そ
の
後
軍
用
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機
も
飛
べ
な
く
な
っ
た
の
で
、
仕
方
無
く
マ
カ
ッ
サ
ル
よ

り
船
を
使
っ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
向
か
う
こ
と
を
決
意
し

た
。
残
っ
た
二
人
と
牛
車
と
徒
歩
、
一
部
小
型
の
漁
船
を

使
っ
て
、
約
二
十
日
余
り
で
よ
う
や
く
マ
カ
ッ
サ
ル
に
到

着
し
、
先
に
分
遣
し
た
五
人
と
合
流
し
て
船
便
を
待
っ

た
。同

年
十
一
月
二
十
七
日
「
大
長
丸
」
に
て
マ
カ
ッ
サ
ル

を
出
港
、
十
二
月
二
日
ジ
ャ
ワ
島
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
入
港
、

鉄
道
に
て
ス
ラ
バ
ヤ
へ
行
き
軍
司
令
部
で
今
後
の
行
動
に

つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。
そ
の
時
偶
然
に
も
東
京

の
専
門
学
校
で
の
同
級
生
、
高
瀬
勝
重
君
と
逢
っ
た
が
、

ゆ
っ
く
り
話
を
し
て
い
る
間
も
無
か
っ
た
の
は
残
念
だ
っ

た
。
そ
の
時
、
昭
南
（
現
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
で
は
煙
草
が

高
く
売
れ
る
と
聞
き
、
友
人
よ
り
幾
ら
だ
っ
た
か
軍
票
を

借
り
、
し
こ
た
ま
煙
草
を
買
っ
て
兵
隊
に
持
た
せ
た
。
そ

の
後
昭
南
で
金
に
換
え
、
兵
隊
た
ち
の
給
料
と
し
て
与
え

た
。移

動
中
は
給
料
は
ど
こ
か
ら
も
貰
え
無
か
っ
た
の
で
大

変
幸
運
だ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
帰
国
し

て
二
十
数
年
後
、
そ
の
戦
友
に
ク
ラ
ス
会
で
会
っ
た
が
遂

に
借
金
は
返
さ
ず
仕
舞
に
な
っ
て
い
て
申
し
訳
な
い
。

そ
の
後
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
よ
り
船
便
で
昭
南
に
渡
り
、
飛

行
場
大
隊
に
て
軍
用
機
を
待
っ
た
。
し
か
し
結
局
、
駄
目

で
最
後
の
手
段
と
し
て
陸
路
貨
物
列
車
を
乗
り
継
ぎ
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
泰
を
経
由
し
て
、
翌
二
十
年
二
月
四
日
、
仏

領
イ
ン
ド
シ
ナ
の
西
貢
に
よ
う
や
く
到
着
し
た
。

早
速
、
南
方
軍
総
司
令
部
「
威
第
一
一
六
〇
部
隊
」
に

転
属
を
命
ぜ
ら
れ
、
同
日
付
で
第
三
船
舶
輸
送
服
務
司
令

部
服
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
結
局
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
は
行
け

ず
、
仏
印
の
カ
ム
ラ
ン
に
駐
留
す
る
第
六
十
六
停
泊
場

「
暁
第
一
九
七
七
八
部
隊
」
で
服
務
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
し
戦
況
は
日
増
し
に
悪
く
、
一
隻
の
船
も
入
港
す
る

こ
と
は
無
か
っ
た
の
で
、
た
だ
毎
日
を
過
ご
す
だ
け
の
申

し
訳
な
い
日
々
で
あ
っ
た
。

同
年
三
月
九
日
「
明
号
作
戦
」
に
参
加
し
た
。
仏
領
イ

ン
ド
シ
ナ
に
駐
屯
す
る
フ
ラ
ン
ス
軍
の
武
装
解
除
で
あ
っ

た
。
カ
ム
ラ
ン
に
は
三
十
人
位
の
フ
ラ
ン
ス
軍
が
い
た
よ
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う
で
あ
っ
た
が
、
日
本
の
海
軍
に
よ
り
呆
気
な
く
武
装
解

除
さ
れ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
ツ
ー
ラ
ン
に
移
駐
、

宿
舎
施
設
工
事
に
当
た
っ
て
い
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
重
大
発
表
が
あ
る
と
の
こ

と
で
集
合
を
命
ぜ
ら
れ
、
ラ
ジ
オ
に
よ
っ
て
初
め
て
玉
音

に
接
し
た
。
し
か
し
電
波
の
状
態
が
悪
か
っ
た
の
か
、
し

ば
ら
く
は
何
が
起
き
た
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
次
第

に
敗
戦
を
告
げ
ら
れ
た
玉
音
と
分
か
り
、
万
感
の
思
い

で
、
し
ば
ら
く
は
腑
抜
け
の
状
態
で
あ
っ
た
。
幸
い
ツ
ー

ラ
ン
に
駐
屯
す
る
軍
も
平
静
を
取
り
戻
し
た
が
、
皆
今
後

の
捕
虜
生
活
等
が
心
配
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
は
南
北
に
分
断
さ
れ
、
ツ
ー
ラ
ン
は

北
と
な
っ
た
の
で
中
華
民
国
軍
の
進
駐
す
る
と
こ
ろ
と
な

り
、
幸
い
な
こ
と
に
蔣
介
石
軍
が
進
駐
し
て
来
た
。
上
層

部
で
い
か
な
る
取
決
め
が
あ
っ
た
の
か
不
明
だ
が
、
復
員

の
た
め
乗
船
す
る
ま
で
は
武
装
も
解
除
さ
れ
ず
、
軍
隊
と

し
て
維
持
さ
れ
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
。
彼
ら
に
し
て

み
れ
ば
日
本
軍
か
ら
攻
撃
を
受
け
、
相
当
な
人
民
が
犠
牲

に
な
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
捕
虜
で
あ
る
日
本
軍
に
対
し
て

は
誠
に
寛
大
で
あ
っ
た
。
ま
た
ベ
ト
ナ
ム
人
も
日
本
兵
に

対
し
、
余
り
反
感
を
抱
い
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、
街
を

歩
い
て
も
以
前
と
何
ら
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
と
記
憶
し

て
い
る
。

中
国
兵
は
我
々
日
本
兵
に
対
し
て
は
非
常
に
親
切
で
、

言
葉
が
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
親
し
く
話
し
掛
け
て
く
れ

た
り
、
私
共
が
連
絡
の
た
め
自
動
車
に
乗
っ
て
走
っ
て
い

た
時
も
、
中
国
兵
が
車
を
止
め
さ
せ
た
の
で
、
困
っ
た

な
ぁ
と
思
っ
て
い
た
が
、
何
か
一
言
二
言
喋
べ
る
と
、
助

手
席
の
後
の
窓
枠
に
し
が
み
つ
き
、
ス
テ
ッ
プ
に
足
を
掛

け
て
喜
ん
で
車
を
走
ら
せ
た
の
に
は
驚
く
と
共
に
気
の
良

さ
に
関
心
し
た
も
の
だ
。
日
本
兵
な
ら
き
っ
と
乗
っ
て
い

る
も
の
を
降
ろ
し
て
、
自
分
が
乗
っ
た
で
あ
ろ
う
。
考
え

ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
捕
虜
生
活
の
う
ち
一
番
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
こ
と
が

有
っ
た
。
そ
れ
は
、
部
下
の
兵
士
が
そ
の
銃
口
に
目
を
あ

て
て
覗
い
て
い
た
そ
の
時
、
部
下
は
ふ
ざ
け
て
引
き
金
を

引
い
た
。
と
こ
ろ
が
弾
倉
を
開
い
て
み
て
ビ
ッ
ク
リ
実
弾
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が
入
っ
て
い
た
で
は
な
い
か
。
本
当
に
運
良
く
、
こ
れ
が

不
発
弾
で
あ
っ
た
の
で
事
無
き
を
得
た
が
、
も
し
暴
発
し

て
中
国
兵
が
死
ん
で
い
た
ら
、
部
下
は
勿
論
、
傍
ら
に
い

た
私
も
軍
法
会
議
に
掛
け
ら
れ
、
死
刑
か
無
期
懲
役
に

な
っ
て
今
の
私
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
、
思
い
出
し
て

も
ゾ
ッ
と
す
る
。

昭
和
二
十
一
年
四
月
二
十
一
日
、
復
員
船
に
乗
る
た

め
、
列
車
に
て
ハ
ノ
イ
に
移
駐
、
直
ち
に
武
装
解
除
さ
れ

た
。
私
物
は
一
切
調
べ
ら
れ
る
こ
と
無
く
無
事
乗
船
、
い

よ
い
よ
祖
国
に
向
け
出
港
、
安
堵
の
胸
を
撫
で
下
し
た
も

の
だ
。

乗
船
後
久
し
ぶ
り
に
日
本
の
御
飯
を
戴
き
そ
の
美
味
し

さ
、
日
本
の
白
米
っ
て
こ
ん
な
に
美
味
し
か
っ
た
の
か
と

感
動
し
た
。
副
食
も
い
ら
ず
パ
ク
つ
い
た
が
、
し
か
し
人

間
も
い
い
加
減
な
も
の
で
二
回
、
三
回
と
頂
く
う
ち
に
味

が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

同
二
十
四
日
、
名
古
屋
港
に
入
港
、
上
陸
と
同
時
に
米

兵
に
よ
っ
て
頭
か
ら
Ｄ
Ｄ
Ｔ
の
粉
剤
を
掛
け
ら
れ
、
即
日

復
員
を
命
ぜ
ら
れ
、
復
員
列
車
に
乗
っ
て
各
々
郷
里
に
向

か
っ
て
出
発
し
た
。

復
員
後
間
も
な
く
習
志
野
の
復
員
事
務
所
に
呼
び
出
さ

れ
、
野
戦
建
築
勤
務
第
五
十
二
中
隊
の
復
員
業
務
を
依
頼

さ
れ
、
約
一
週
間
か
け
て
整
理
し
た
が
、
先
に
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
か
ら
復
員
し
た
三
人
の
兵
士
の
記
録
を
見
て
、
初
め

て
中
隊
長
以
下
ほ
と
ん
ど
の
将
兵
が
戦
病
死
あ
る
い
は
餓

死
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
愕
然
と
し
た
。
生
還
し
た
将
校
は

私
一
人
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
先
行
さ
せ
た
下
士
官

以
下
十
三
人
の
兵
士
も
敵
の
上
陸
作
戦
に
よ
り
散
り
散
り

と
な
り
、
結
局
五
人
し
か
生
還
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
パ

ラ
オ
島
に
残
っ
た
五
十
六
人
の
兵
士
も
二
十
三
人
し
か
生

還
で
き
な
か
っ
た
。

以
上
こ
の
稿
を
結
ぶ
に
当
た
り
亡
き
戦
友
並
び
に
御
遺

族
に
対
し
、
心
か
ら
の
哀
悼
の
意
を
捧
げ
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。（

元
野
戦
建
築
勤
務
第
五
十
二
中
隊

陸
軍
中
尉

山
本
行
雄
）
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【
解

説
】

陸
軍
部
隊
は
戦
闘
に
直
接
関
係
あ
る
部
隊
の
ほ
か
に
、

各
種
特
科
部
隊
が
編
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
殊
の
任
務

を
遂
行
し
て
い
た
。

体
験
記
執
筆
者
の
所
属
し
て
い
た
建
築
勤
務
第
五
十
二

中
隊
も
、
多
く
の
人
々
に
知
ら
れ
て
い
な
い
後
方
勤
務
部

隊
で
、
戦
闘
に
直
接
参
加
し
な
い
部
隊
で
あ
る
。
し
か

し
、
名
称
の
い
か
ん
に
係
ら
ず
、
裏
方
部
隊
と
し
て
苦
労

し
て
い
る
こ
と
は
同
じ
で
、
ま
た
そ
れ
を
知
る
人
は
少
な

い
。そ

れ
ら
の
後
方
部
隊
、
あ
る
い
は
サ
ポ
ー
ト
部
隊
と
も

言
え
る
部
隊
の
名
称
を
列
記
し
て
み
る
。

満
州
に
お
い
て
は
建
設
団
と
い
う
相
当
規
模
の
大
き
な

建
設
関
係
の
部
隊
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
部

隊
が
あ
っ
た
。

鉄
道
監
部
、
鉄
道
材
料
廠
、
野
戦
航
空
修
理
廠
、

海
上
挺
進
基
地
隊
、
海
上
挺
進
基
地
隊
本
部
、

海
上
挺
進
基
地
隊
本
部
、
独
立
船
舶
工
兵
隊
、

高
速
輸
送
大
隊
、
同
中
隊
、
野
戦
船
舶
廠
、

要
塞
陸
上
建
設
中
隊
、
特
設
警
備
大
隊
・
中
隊
、

工
兵
、
自
動
車
、
陸
上
勤
務
隊
、
水
上
勤
務
隊
、

通
信
情
報
隊
、
補
給
監
部
、
兵
站
司
令
部
、
兵
站
監

部
、
兵
站
警
察
隊
、
兵
站
勤
務
隊
、
自
動
車
各
隊
、

水
上
輸
送
隊
、
同
材
料
隊
、
同
材
料
廠
、
水
上
輸
卒

隊
、
野
戦
建
築
隊
、
建
設
勤
務
隊
、
建
設
輸
卒
隊
、

測
量
輸
卒
隊
、
測
量
隊
、
野
戦
築
城
隊
、
野
戦
防
疫

隊
、
軍
馬
病
廠
、
野
戦
造
兵
隊
、
燃
料
廠
、
野
戦
作
井

中
隊
、
野
戦
防
疫
給
水
部
、
野
戦
病
馬
廠
、
燃
料
廠
・

同
工
廠
、
被
服
廠
、
糧
秣
廠
、
野
戦
衛
材
料
廠
、
補
充

馬
廠
、
兵
站
部
（
本
土
）
技
術
部
、
燃
料
技
術
研
究

所
、
俘
虜
収
容
所
、
船
舶
教
道
隊
、
満
州
練
習
隊
、
南

方
教
育
部
、
教
育
隊
、
教
導
隊
、
練
習
隊
、
教
育
隊
、

幹
部
候
補
生
隊
、
下
士
官
教
育
部
、
教
化
隊
、
育
成

所
、
練
習
部
、軍
管
区
部
隊
、師
管
区
部
隊
、迫
撃
連
隊

補
充
隊
、野
戦
重
砲
兵
連
隊
補
充
隊
、
重
砲
兵
連
隊
補

充
隊
、
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砲
兵
情
報
連
隊
補
充
隊
、
船
舶
工
兵
野
戦
補
充
隊
、

船
舶
通
信
補
充
隊
、
機
動
輸
送
隊
補
充
隊
、

海
上
駆
逐
隊
補
充
隊
、
電
信
連
隊
補
充
隊
、

無
線
電
信
補
充
隊

教
道
飛
行
師
団
（
本
土
）、
航
空
師
団
司
令
部
、

教
育
飛
行
団
司
令
部
、
教
育
関
係
教
育
隊
、

教
導
飛
行
師
団
、
航
空
師
団
司
令
部
（
本
土
）、

航
空
師
団
司
令
部
（
本
土
、
朝
鮮
３
、
南
方
１
）、

飛
行
師
団
司
令
部
（
本
土
、
朝
鮮
、
南
方
）、

教
育
飛
行
団
司
令
部
（
満
州
１
、
中
国
１
）、

教
育
飛
行
団
司
令
部
（
本
土
）、

航
空
師
団
司
令
部
（
本
土
、
朝
鮮
３
、
南
方
１
）、

教
育
飛
行
団
司
令
部
（
本
土
）、
三
方
原
教
育
飛
行
団
、

教
育
飛
行
隊
（
内
外
地
）、
練
成
飛
行
隊
（
同
）、

練
習
飛
行
隊
（
同
）、
航
軍
教
育
隊
（
同
）、

航
空
軍
教
育
隊
、
航
空
整
備
師
団
（
立
川
）、

教
導
航
空
通
信
団
（
加
古
川
）、
航
空
基
地
設
定
隊
。

山
本
氏
も
南
方
各
地
で
苦
労
さ
れ
て
お
る
よ
う
に
、
ま

さ
に
軍
隊
は
「
運
隊
」
と
言
わ
れ
る
ご
と
く
、
そ
の
人
な

り
に
運
に
よ
っ
て
苦
労
し
戦
没
し
て
い
る
。
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